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脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス、脳波センサのアプリ開発に関心！期待高まる！ 

脳波を利用した健康管理、各年代で大きな関心！ 

脳波関連の特許、トップはパナソニック。知財ビジネスマッチングに注目！ 

脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス、市場開発報告書完成！ＡＱＵ先端テクノロジー総研 

 

 

http://www.aqu.com/brain-bci/              脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス 

http://www.aqu.com/aqu-news/2017-2-21.pdf     ニュースリリース 

http://www.aqu.com/brain-bci/sample-1.pdf       内容サンプル 

http://www.aqu.com/                        ＡＱＵ メインページ 

 

 
 

 

● 脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス、脳波センサのアプリ開発に関心！期待高まる！ 

● 脳波を利用した健康管理、各年代で大きな関心！ 

● 脳波関連の特許、トップはパナソニック。知財ビジネスマッチングに注目！ 

● 脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス、市場開発報告書完成！ＡＱＵ先端テクノロジー総研 

● このたび、民間調査会社の AQU 先端テクノロジー総研（AQUARIUS 最先端研究所、代

表、子安克昌）は、『脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス、市場開発に関する調査』 調査報告書

を発刊いたしました。 

 

 
 

 
Ø 当調査は、脳波を利用した製品サービスを中心にその需要動向、開発動向、特許の
動向、市場展望を明らかにしています。 

Ø とくに、脳波ビジネス、ＢＣＩビジネスは世界市場では米国Ｏｐｅｎ ＢＣＩなどに見られる
ように、脳波センサシステムがパソコンのように身近なアプリ開発ツールとして関心を

集めてきており、マルチコプター、ドローン市場の初動に似た動きを見せています。 

Ø 当報告書の需要動向では、脳波を使った製品システム、すなわち、脳波をキャッチし
て、気分に応じて音楽が聴けたり、その人の気持ち・意思を反映・認識するシステム

など、脳波の応用用途への関心度について調査しました。 

http://www.aqu.com/brain-bci/
http://www.aqu.com/aqu-news/2017-2-21.pdf
http://www.aqu.com/brain-bci/sample-1.pdf
http://www.aqu.com/
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Ø その結果、「脳波に対応した音楽（リラクゼーションなど）」が３７．４％と最も多く、続い
て、「脳波を利用した睡眠誘導（アプリ）」が３６．０％、「脳波を利用した健康管理」が

３５．８％となりました。脳波を利用したものとして、音楽、睡眠、健康、といったキーワ

ードが注目されています。これらに続くものとして、「脳波で集中力トレーニング」３４．

５％、「脳波で居眠り防止」３０．６％などがあります。最近、パッチタイプの脳波センサ

ー（大阪大学）なども開発されてきており、従来よりもさらに簡単に脳波が測定できる

ようになりつつあります。このほか、「脳波を利用して自動で音楽を演奏」、「脳波で意

思伝達、介護支援」、「脳波でカメラ、家電製品をコントロール」、「脳波を利用した電

脳住宅」、といったものも期待できそうです。いっぽう、調査を深めてクロス集計を行っ

たところ、「不眠症である」と答えた人は「脳波を利用した睡眠誘導（アプリ）」が最も関

心が高い結果となりました。これは不眠に悩む人々にとって、できれば欲しいと思わ

せるものであり、こうしたアプリのニーズは高いと考えられます。年代別の脳波の応用

用途への関心では、１０代、２０代、３０代といった比較的若年層が、「脳波を利用した

睡眠誘導（アプリ）」についての関心が最も高かったのですが、４０代、５０代では、

「脳波に対応した音楽（リラクゼーションなど）」が最も高く、６０代以上では、「脳波を

利用した健康管理」が最も高いという結果になりました。共通して言えることは、健康

関係が上位にあるということです。 

Ø また脳波関連の特許１,０００件（2006 年７月以降）を調べたところ、パナソニックが最

も多く、続いて、ソニー、ＮＥＣ、富士ゼロックス、ＮＴＴ、日立製作所の順となりまし

た。この他、企業、大学、研究機関と幅広い業態が特許を所有しています。また、脳

機能研究所や脳力開発研究所など、脳研究に特化した組織もあるのが注目されま

す。特許流通の観点からみると、特許権を持つ企業とそれを利用したい企業の間を

取り持つ、いわゆる知財ビジネスマッチングが注目されてきています。公開特許の活

用はわが国全体の経済活性化にもつながり、有益な面が少なくありません。当調査

では注目される脳波関連の特許を分析コメントしました。 

Ø また脳波センサ関連の、世界におけるブレインコンピュータインタフェース（BCI）市場

は、２０１７年 １,０００百万ドルを突破、近年年率１０％以上で成長しており、今後も市

場は医療ヘルスケアやゲーム・エンタテイメントなどの需要拡大がけん引して、１５～

２２%程度の高成長が続くものと見ている。２０２２年には、２,５００百万ドルを超えるも

のと予測しています。 

Ø なお、未来ビジネス構想編では、「脳波に影響を与える未来型、音楽配信サービス
の可能性」、「脳ＩＣＴの可能性、脳波コミュニケーションとテレパシー技術開発」、「ウ

ェアラブルセンサ活用、眠れない人向け呼吸音楽アプリの可能性」、「脳ＩＣＴの中

核、BMI、BCI の市場展望」、「ウェアラブル脳波コミュニケーション、脳 ICT の研究、

製品開発」、「    未来社会における、脳情報通信ネットワークの可能性」を取り上げ

ており、同社では、今後、脳波ビジネス、ＢＣＩビジネスが世界的に注目される市場と

して拡大発展してゆく、とみています。 
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● 調査テーマ 

 

 
 

   脳脳脳波波波ビビビジジジネネネススス、、、ＢＢＢＣＣＣＩＩＩビビビジジジネネネススス、、、   

市市市場場場開開開発発発ににに関関関すすするるる調調調査査査   
 

－－－脳脳脳波波波特特特許許許ののの動動動向向向ととと注注注目目目企企企業業業機機機関関関、、、需需需要要要動動動向向向ををを調調調査査査－－－   
 

【【調調査査報報告告書書】】  

 
 

 
●調査結果の一例 

 

 
ＢＣＩ市場規模予測          脳波特許権ランキング（一例） 
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「脳波計」の特許権登録数に占める割合
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プス エレクトロニクス エ
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クロス集計分析…「アロマが好き」のケース      未来ビジネス構想、脳波コミュニケーション 
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ウェアラブルサービスの市場規模予測（世界市場）
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●コードレス、リアルタイムコミュニケーション、いつでもどこでも、つながっている
●個人意識を持ちながら、必要に応じて、集合知、集合意識につながる
●クラウドに分身（もうひとりの自分の意識）を置き、必要に応じてその分身に働いてもらう
●第一段階は家族、恋人、第二段階は友人、会社、そして…。
●実現は、３０年後、５０年後？ プロトタイプは１０年後？

【脳波による集合知、集合意識につながるシステム（仮説 ）】

未来における、脳波コミュニケーションの可能性

BCI(脳センサー )利用者集合意識
BCI (脳センサ )

ネットワーク  （ＳＮＳ）

 
 

※調査の一部    
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● 調査スケジュール      2016年 10月 1日～2017年 2月 20日 

● 当該連調査報告書 
『脳波ビジネス、ＢＣＩビジネス、市場開発に関する調査 
－脳波特許の動向と注目企業機関、需要動向を調査－』 

   http://www.aqu.com/brain-bci/ 
ISBN 978-4-904660-32-4 

● 関連調査報告書 
『IT、生命科学の融合領域におけるビジネス開発、研究開発、市場予測に関する調査 

       －ＡＩビジネス、脳波ビジネス、ウェアラブル・サービス等の新潮流－』 
  http://www.aqu.com/it-bio/ 

ISBN 978-4-904660-31-7 
 

※お問い合わせ連絡先 
****************************************************************** 
株式会社 AQU先端テクノロジー総研 
http://www.aqu.com/   
〒260-0027千葉市中央区新田町 36-15   
千葉テックビル 6FTEL 043-204-1258         
FAX 043-204-1316 
子安、那須 
info@aqu.com 
****************************************************************** 

http://www.aqu.com/brain-bci/
http://www.aqu.com/it-bio/
http://www.aqu.com/
mailto:info@aqu.com

